
広報　常陸大宮　　　　平成２４年９月号８

　

平
成　

年
第
２
回
常
陸
大
宮
市
議
会

２４

臨
時
会
が
８
月　

日
に
開
催
さ
れ
、
正

１０

副
議
長
の
選
挙
及
び
各
常
任
委
員
会
の

委
員
並
び
に
監
査
委
員
の
選
任
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

７
月　

日
、　

日
、
８
月
４
日
の
３
日

２８

２９

間
、
第　

回
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟

２９

式
野
球
大
会
が
大
宮
運
動
公
園
や
西
部
総

合
公
園
、
山
方
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
大
会
が
常
陸
大
宮
市
で
開
催
さ
れ
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
県
内
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
予
選
を
経
て
選
出
さ
れ
た　
３２

チ
ー
ム
に
開
催
地
代
表
と
し
て
市
内
の
大

賀
ド
リ
ー
ム
ス
を
加
え
た
計　

チ
ー
ム
が

３３

出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

軟
式
野
球
大
会
開
催
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市 
議 
会 
臨 
時 
会

市
議
会
臨
時
会

市 
議 
会 
臨 
時 
会

 　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会 
（
７
人
）

 

委
員
長　

小
森
敬
太
郎

 

副
委
員
長　

小
森　

敏
雄

 

委　
　

員　

淀
川　

茂
樹

 

内
田　

勝
廣

 

�
村　

和
郎

 

武
石　

寿
長

 

萩
野
谷　

勉

　

経
済
建
設
常
任
委
員
会 

（
７
人
）

 

委
員
長　
�
川　

美
保

 

副
委
員
長　

柏　
　

宏
明

 

委　
　

員　

堀
江　

鶴
治

 

木
村　

勝
昭

 

木
村
久
美
子

 

岡�
　

榮
一

 

川
上　
　

博

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

（
８
人
）

 

委
員
長　

木
村
久
美
子

 

副
委
員
長　

萩
野
谷　

勉

 

委　
　

員　

川
上　
　

博

 

田
沢　

祐
男

 

�
川　

美
保

 

小
森
敬
太
郎

 

柏　
　

宏
明

 

大
貫　

道
夫 

　

議
会
運
営
委
員
会 

（
７
人
）

 

委
員
長　

内
田　

勝
廣

 

副
委
員
長　
�
川　

美
保

 

委　
　

員　

仲
田　

好
一

 

木
村
久
美
子

 

�
村　

和
郎

 

田
沢　

祐
男

 

小
森
敬
太
郎

 

（
敬
称
略
）

■
議
長
・
副
議
長

　

議　

長　

　
　

岡�
　

榮
一

　

副
議
長　

　
　

武
石　

寿
長

■
監
査
委
員

　
 

川
上　
　

博　
　

■
各
常
任
委
員
会
委
員
の
構
成

　

総
務
常
任
委
員
会 

（
８
人
）

 

委
員
長　

田
沢　

祐
男

 

副
委
員
長　

大
貫　

道
夫

 

委　
　

員　

仲
田　

好
一

 

金
子　
　

卓

 

小
橋　

輝
夫

 

秋
山　

信
夫

 

掛
札　

行
雄

 

野
上　

台
一
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８
月
４
日
、「
お
も
し
ろ
理
科
先
生
・
電

気
パ
ン
を
つ
く
ろ
う
」
が
図
書
情
報
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
飛
田
隆
久
先
生
が
、
電
気
の
種

類
や
流
れ
方
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
参

加
し
た　

人
の
親
子
は
電
気
パ
ン
作
り
に

２０

挑
戦
し
ま
し
た
。
持
参
し
た
牛
乳
パ
ッ
ク

に
生
地
を
流
し
込
み
、
そ
こ
へ
ス
テ
ン
レ

ス
板
を
刺
し
電
極
を
つ
な
ぐ
と
、
数
十
分

後
に
は
ふ
っ
く
ら
と
し
た
パ
ン
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
ま
た
作
っ
て
み

た
い
。
ど
う
や
っ

た
ら
家
で
も
作
れ

る
か
」
と
い
っ
た

質
問
が
出
て
、
理

科
へ
の
興
味
・
関

心
を
高
め
た
様
子

で
し
た
。

「
お
も
し
ろ
理
科
先
生
」
が

　
　
　
　
　

や
っ
て
き
ま
し
た

　

８
月
８
日
、「
ふ
る
さ
と
探
検
隊
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
農
業
体
験
等
を
通

じ
て
地
域
へ
の
愛
着
や
農
村
が
有
す
る
大

切
な
役
割
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
全
３

回
の
う
ち
、
今
回
が
１
回
目
で
す
。
市
内

の
小
学
生
及
び
保
護
者　

人
が
参
加
し
、

８９

水
路
の
生
き
物
調
査
や
そ
ば
・
大
根
の
種

ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
恐
る
恐
る
水
路
に
入
っ
て
い
っ

た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
メ
ダ
カ
や
ド

ジ
ョ
ウ
、
カ
ワ
ニ
ナ
や
シ
ジ
ミ
な
ど
を
見

つ
け
る
と
、
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
捕
ま
え

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た

児
童
は
、「
水

路
の
底
を
よ

く
観
察
す
る

と
、
い
ろ
ん

な
生
き
物
が

い
て
と
て
も

楽
し
い
」と
、

う
れ
し
そ
う

に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

畑
で
は
、

地
元
農
家
の

協
力
を
得
な

が
ら
秋
に
収

ふ
る
さ
と
探
検
隊
開
催

　

８
月　

日
、
茨
城
県
常
陸
大
宮
土
木
事

１０

務
所
及
び
茨
城
県
建
設
業
協
会
常
陸
大
宮

支
部
は
、
市
内
の
国
道
１
１
８
号
や
近
隣

の
主
要
道
路
に
お
い
て
、
空
き
缶
や
ご
み

拾
い
等
道
路
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と

「
道
の
日
」
に
合
わ
せ
、
道
路
の
正
し
い

利
用
の
啓
発
や
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
な

ど
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

土
木
事
務
所
職
員
や
建
設
業
協
会
の
会

員
併
せ
て
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
回
収

さ
れ
た
可
燃
ご
み
や
資
源
ご
み
は
合
計
約

２
３
０�
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
普
段
何
気
な
く
利
用

し
て
い
る
道
路
も
、
自
分
た
ち
で
清
掃
す

る
こ
と
で
愛
着
が
わ
い
て
く
る
。
こ
の
活

道
路
の
ご
み
拾
い
を
実
施

動
が
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
に
つ
な
が
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

穫
す
る
そ
ば
と
大
根
の
種
ま
き
を
、
行
い

ま
し
た
。

　

次
回
は　

月
に
実
施
予
定
で
す
。

１０

▲捕まえた生き物を早速
　本で調べています
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　子どもたちに体験を通じて農村に
関心を持ってもらうことを目的に、
「ふるさと探検隊（全３回）」の初回
が８月８日に開催され、私たち茨城
大生は子どもたちのお世話役として
参加しました。
　様々な活動を通じて常陸大宮市を
身近な地域と感じる学生が増えたせ
いか、今回は教員を目指す学生を中

心に、１年生から４年生までの大勢の学生が参加しま
した。
　今回の体験内容は、水路での生き物調査や地元の方
が栽培したトウモロコシの収穫体験、秋に収穫するそ
ばと大根の種まきをしました。私たち学生も地元の方
と一緒に、そばと大根が無事に収穫できるよう協力し
ています。
　今後、ふるさと探検隊に参加した子どもたちに、自
分たちのふるさとについて考える時間を設けると、さ
らに深く考えるきっかけになるのではないかと感じま
した。
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困った時は消費生活センターにご相談ください。
■茨城県消費生活センター　　　　�０２９－２２５－６４４５
■常陸大宮市消費生活センター　　�５２－２１８５（直通）（本庁商工観光課内）
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　高齢者が悪質商法の被害に遭うケースが増えています。悪質な業者は、一人暮らしの高齢者や高齢者
世帯を狙って近付きます。そして、言葉巧みに高齢者の寂しさに付け込んだり、健康・お金などの話で
不安をあおったりし、親切を装い信用を得てから、高額な商品や金融取引の契約をさせようとします。ご
家族や地域の方は、高齢者の日常生活で何か変わったことはないか、日頃から気を配るようにしましょう。
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▲優勝した天王子ども会の皆さん




